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１．研究計画の概要 
  代数多様体の特異点におけ 
る局所環とそのイデアル，また弧空間を調べ
ることによって特異点の性質を明らかにし
ようとする研究である． 
 
２．研究の進捗状況 
  多様体とそのジェット空間との関連が明
らかになってきている．具体的には多様体が
非特異であることと任意の整数 m に対し m 
ジェット空間が非特異になることと同値に
なる．これはさらにある整数 m に対し m ジ
ェット空間が非特異になることと同値にな
る．これによりひとつのジェット空間が非特
異になれば他のジェット空間も非特異にな
ることがわかる．また任意のジェット空間の
間の切り詰め射が滑らかであることと多様
体が非特異になることの同値性が示された．
これはさらにあるジェット空間の間の切り
詰め射が平坦になることと同値になる．非特
異性以外の特異点の性質についても関連が
わかってきた．ある整数 m について m ジェ
ット空間がある性質（これを P としよう）を
持つとき、多様体が性質 P を持つかという問
題については多くの場合に肯定的な結果が
得られた．具体的には P が正規，完全交叉，
Q-分解的，Q-ゴレンスタイン，標準的，端末
的，対数的標準的，対数的端末的の場合に肯
定的な結果が得られる．一方逆の問題を考え
ると，多様体が性質 P を持つ場合に ジェッ
ト空間が同じ性質 P を持つことは通常はあ
り得ないということがそれぞれの P につい
て反例を与えることによって示された． 
 多様体間の射とジェット空間の間の射に
ついても関連が明らかになってきている．多

様体の間の射が同形であれば、その射によっ
て導かれるジェット空間の間の射も同形に
なることがわかった．しかしながらジェット
空間の射が多様体間の射によって導かれる
ものであるという仮定がなければ、類似のよ
り強い予想「ジェット空間が同形であれば、
多様体は同形」は成立しないことが示された．
これは多様体のキャンセル問題の 
Danielevski による反例を用いて，ジェット
空間が同形であるにもかかわらず，多様体が
同形でない例を作ったものである． 
 なお、正標数の基礎体上の環についてはフ
ロベニウス射を用いて イデアルの F-閾値
を導入し密着閉包，整閉包，重複度の関係を
表す公式が得られた． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
理由：ジェット空間の特異点と代数多様体の
特異点との密接な関係がわかってきた．ジェ
ット空間の次数を上げるとその上の特異点
がどう変わってくるかは今後の課題である． 
   
４．今後の研究の推進方策 
  これまでの方法を踏襲するいっぽうで正
標数特有のフロベニウス写像を有効に使う
ことを考える． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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